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月号
１

主な内容

新年のごあいさつ………………………………………………2～3
姉妹都市から…………………………………………………………4
税の申告が始まります…………………………………………5～7

１位　チーム深浦疾風
　　　（深浦小学校）
２位　ブラックサンダーズ
　　　（小木小学校）
３位　ブルーウィンド
　　　（小木小学校）

結　　果

　12月11日、市内の小学生12チームが参加した「10人11脚佐渡大会」
が、両津総合体育館で開催されました。
　選手の10人はお互いの脚をひもで結び、勢いよくスタート。途中で転ん
でもすぐに起き上がり、仲間と励まし合って最後まで走りきっていまし
た。参加した児童からは「楽しかった」「次はリベンジ！」といった声が
あがりました。

心ひとつに駆け抜けろ！心ひとつに駆け抜けろ！心ひとつに駆け抜けろ！



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
が
連
日
続

き
、
熱
中
症
の
被
害
が
続
出
す
る
事
態
と
な

り
、
農
産
物
へ
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
市
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
１
等
米
比

率
は
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
去
最
低
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
お
盆
を
直
撃
し
た
佐
渡
汽

船
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
故
障
は
、
島
民
を
は
じ

め
帰
省
客
や
観
光
客
に
大
混
乱
を
招
く
と
と

も
に
、
そ
の
後
の
佐
渡
観
光
に
も
大
き
な
打

撃
を
与
え
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
、
佐
渡
金
銀
山
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
単
独
記
載
や
、
ト
キ
の

３
次
放
鳥
も
無
事
終
了
す
る
な
ど
、
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
10
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
結
国
会

議
）
の
自
治
体
国
際
会
議
で
日
本
を
代
表
し

て
環
境
と
経
済
の
両
立
に
つ
い
て
「
朱
鷺
と

暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
制
度
」
を
例
に
発

表
し
、
佐
渡
の
事
例
が
脚
光
を
浴
び
ま
し

た
。
佐
渡
市
の
誕
生
以
来
、
「
エ
コ
ア
イ
ラ

ン
ド
佐
渡
」
を
前
面
に
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
が
、
認
証
米
の
成
功
が
全
国
的
に
知

名
度
を
上
げ
、
「
環
境
の
島
」
を
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
話
題
の
生
物
多
様
性
の
概
念
を
確

固
た
る
も
の
に
強
め
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
磨
き

上
げ
、
ト
キ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
ト
キ
や
離
島

を
活
か
し
た
交
流
を
促
進
す
る
な
ど
他
の
産

業
へ
の
波
及
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
ト
キ
に

お
い
て
は
、
今
年
こ
そ
自
然
界
で
の
ヒ
ナ
誕

生
の
ニ
ュ
ー
ス
が
35
年
ぶ
り
に
聞
け
る
も
の

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

金
銀
山
や
小
木
海
岸
に
代
表
さ
れ
る
日
本
を

代
表
す
る
地
質
遺
産
が
、
世
界
の
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
在
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
界
遺
産

と
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
佐
渡
な
ら
で
は
の
薫
り
高
い
文
化

や
歴
史
、
伝
統
、
芸
能
な
ど
に
焦
点
を
あ

て
、
守
り
、
活
か
し
、
佐
渡
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
活
気
あ
ふ

れ
る
新
し
い
島
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
合
併
を
果
た
し
て
今
年
は
８
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
合
併
特
例
期

間
で
一
時
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
財
政
状
態
の

中
に
あ
り
ま
す
が
、
２
〜
３
年
後
に
は
一
括

算
定
の
期
限
が
切
れ
、
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
佐
渡
市
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
効
率
的
な
行
政
運
営
、

ス
リ
ム
な
行
政
組
織
体
づ
く
り
な
ど
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
次
世
代

が
安
心
し
て
住
め
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

佐渡市長　髙　野　宏一郎

活気にあふれた
　魅力あるまちづくりを目指して

新年のごあいさつ新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
一
言
、
所
信
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
議
長
に
就
任
し
、
す
で
に
９

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
山
積
す
る
市

政
の
難
題
を
常
に
市
民
目
線
か
ら
、
批
判
と

監
視
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
方
自
治

が
二
元
代
表
制
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
議
長
と
い
う
重
責
を
肌
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
出
来
事
で
は
、
離
島
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
、
佐
渡

汽
船
の
「
お
お
さ
ど
丸
」
が
長
期
欠
航
す
る

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
渡
汽
船
の
ず
さ
ん

な
危
機
管
理
体
制
が
最
大
の
原
因
で
あ
り
、

佐
渡
の
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
、
観
光
、
帰
省
の
ピ
ー
ク
時
と
い
う
こ
と
も

あ
り
佐
渡
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
汚
点
を
残

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
我
々
は
、
長
く
県
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
佐

渡
汽
船
が
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
佐
渡
の
経
済

や
市
民
生
活
が
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
島
民
の
足
確
保
、
物
流

の
確
保
等
、
市
民
が
安
心
し
て
日
々
の
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
市
が
佐
渡
汽
船
の
経
営

に
関
与
す
べ
き
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
２
月
県
会
に
お
い
て
、
佐
渡

〜
羽
田
空
路
開
設
の
航
空
会
社
設
立
の
議
案

が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
現
空
港
で
空
路
を
開

設
し
て
も
、
座
席
数
に
制
約
が
あ
り
赤
字
が

大
き
く
、
財
政
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
そ
の
理
由
で
し
た
が
、
佐
渡
空
港
２
千
メ

ー
ト
ル
化
に
は
大
多
数
の
県
会
議
員
が
理
解

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執
行
部
は

地
権
者
同
意
の
取
得
に
努
力
し
、
そ
の
結
果

を
11
月
末
に
県
に
報
告
を
し
、
県
の
対
応
を

待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
離
島
佐
渡
に
と
っ
て
航
路
、
空
路
は
ま
さ

に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
共
に
、
交
流
人

口
の
増
加
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
、
有
事
の
際
に
は
、
航
路
、

空
路
に
頼
る
し
か
方
法
が
な
い
離
島
佐
渡
に

お
い
て
は
、
そ
の
整
備
は
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

  

合
併
を
し
て
７
年
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
人
口
が
毎
年
千
人
以
上
も
減
り
続
く
こ

と
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
、
経
済
の
衰
退
と

雇
用
状
況
の
悪
化
に
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
状

態
が
予
想
さ
れ
る
中
、
生
産
者
が
生
産
に
見

合
っ
た
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
作
り
や
、

雇
用
の
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
昨
年
、
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
が
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
佐
渡
の
経

済
、
雇
用
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
し
て
、

佐
渡
の
優
れ
た
物
産
に
、
ど
う
付
加
価
値
を

付
け
て
、
ど
う
流
通
に
繋
げ
、
市
民
の
所
得

に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
か
が
、
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
踏
み
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
正
念
場
の
年
で
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
、
今
年
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐渡市議会議長　金　光　英　晴

明日の佐渡へ・・・ 勝負の年
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　佐渡市の皆様、新年あけましておめでとうございま
す。皆様方には、希望に満ちた新春をお健やかにお迎
えのこととお喜び申し上げます。
　昨年も「赤泊港まつり」「入間万燈まつり」をはじ
めとする多くの文化・スポーツ・教育等の事業を通じ
て貴市市民と交流を深めることができました。入間市
民を代表して改めてお礼申し上げます。
　本年は、旧両津市から続く貴市との姉妹都市提携
25周年に当たります。この記念すべき年に、両市市
民の交流が例年以上に充実したものとなり、加えて、
貴市の象徴であるトキの自然繁殖が成功することを
願ってやみません。
　結びに、貴市のますますのご発展と貴市市民の皆
様のご多幸とご健勝を祈念して、新年のご挨拶といた
します。

助成対象　ケーブルテレビ加入負担金(ＣＮＳ２万
円・佐渡テレビ２万１千円)のうち、１万円を助成
します。
対象者　次の(１)と(２)の条件を満たす方
(１)平成22年４月１日以降に加入申込みをして、平成
23年３月31日までに加入負担金を入金した方
(２)佐渡市に住所を有する市民税非課税世帯で、次の
いずれかに該当する方
　①65歳以上のみの世帯　②ひとり親世帯(18歳まで
の児童を養育している)　③身体障がい者手帳をお
持ちの方が同居している世帯　④療育手帳をお持
ちの方が同居している世帯　⑤精神保健福祉手帳
をお持ちの方が同居している世帯
今後の手続き　対象者の条件(１)を満たす市民税非課
税世帯に申請書類を郵送します。条件(２)の①から
⑤のいずれかに該当する場合は、情報センター室
（真野行政サービスセンター3階)または最寄りの市
役所、各支所・行政サービスセンターに申請してく
ださい。
お問い合わせ　市役所地域振興課情報センター室　
施設管理係☎51－2030

　昨年４月から佐渡市に開設しました新潟大学朱
鷺・自然再生学研究センターは、科学技術振興機
構の助成を受けて、10月から佐渡市と連携して
「朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット」事業
を開始しました。
　この事業は、佐渡の自然を生かして佐渡の活性
化に取り組む人材の養成を目指しています。この
事業を島民の皆さまに広くご理解いただくため
に、里山の保全に取り組んでいる方や、すでに地
域再生に取り組んでいる方を招き、次の通りシン
ポジウムを開催します。ふるってご参加ください。

日時　2月19日（土）　午後1時30分～5時
会場　佐渡市トキのむら元気館
　　　（佐渡市新穂瓜生屋362－１）
お問い合わせ　新潟大学 朱鷺・自然再生学研究セ
ンター　☎22－3885

　佐渡市の皆様、明けましておめでとうございます。皆
様にはお健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
　昨年も、国分寺市における武蔵国分寺薪能や国分寺
まつりなど様々な姉妹都市交流事業を通じて、皆様方と
親しく、心温まる交流をさせていただいたことに、御礼
と感謝を申し上げます。
　佐渡市は、豊かな自然に恵まれ、数多くの伝統芸能が
皆様によって継承されている魅力あふれるまちです。
　旧真野町との姉妹都市提携から20余年の年月を重
ね、今は交流の輪も佐渡市全体に広がりました。
　天平の象徴である「国分寺」をともに有する両市の交
流を、今後とも末永く続けてまいりたいと思っていま
す。
　年頭にあたり新しい年が皆様にとって、幸多き年とな
りますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたしま
す。

東京都国分寺市長　

星野　信夫
埼玉県入間市長　

木下　　博

新潟大学 朱鷺・自然再生学研究センター 公開シンポジウム

トキをシンボルとした
　地域再生人材創出を目指して

市では高齢者の方などに
　　ケーブルテレビ加入負担金を助成します
市では高齢者の方などに
　　ケーブルテレビ加入負担金を助成します
市では高齢者の方などに
　　ケーブルテレビ加入負担金を助成します

姉妹都市から　新年のごあいさつ姉妹都市から　新年のごあいさつ姉妹都市から　新年のごあいさつ
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平成23年度（平成22年分）
市・県民税申告相談のご案内
　2月16日（水）～3月15日（火）までの１か月間、市役所本庁・支所等

を会場に申告相談を予定しています。昨年度と、申告相談の日程・会場
に変更がありますのでお間違いないようお願いします。

常設申告相談会場
2月16日（水）～3月15日（火）（土日を除く）
受付時間　午前9時～正午／午後1時～4時　　

臨時申告相談会場では、上記期間外は申告相談ができませんので
あらかじめご了承ください。

●作成済の申告書の受付は期間中常時行っています。

●期間中、各会場共に大変混みあう場合があります。時間に余裕を持ってお越しくだ

さい。なお、給与収入や年金収入のみの方、農業や小作料等の収支内訳書を作成済

みの方は、優先的に申告の受付けをさせていただきます。

●土地・建物・株式等の譲渡所得のある方、住宅ローン控除を受ける初年度の方、青

色申告の方および消費税申告の方は、アミューズメント佐渡会場の税務署受付へお

まわりください。

お問い合わせ　市役所税務課 市民税係　☎63－5110

会　　場

会　　場 期　間

地　区

アミューズメント佐渡　１階 はまなすホール
※佐渡税務署による確定申告相談と合同開催

全地区
（国中地区統一会場）

佐渡島開発総合センター　2階　会議室

市役所相川支所　　　　　2階　第1応接室

両津地区会場

相川地区会場

臨時申告相談会場 ※地区割については後日お示しします。

 受付時間　午前9時～正午／午後1時～4時（土日を除く）

トキのむら元気館　　　　　　　　1階 第2・3会議室

市役所畑野行政サービスセンター　3階 大会議室

市役所真野行政サービスセンター　3階 大会議室

市役所本庁　会議室棟　　　　　　1階 第2会議室

市役所赤泊行政サービスセンター　2階 第2会議室
（赤泊総合文化会館）

小木地区公民館　　　　　　　　　1階 第2会議室

羽茂農村環境改善センター　　　　1階 多目的ホール

2月16日（水）～2月22日（火）

2月23日（水）～3月 1日（火）

3月 2日（水）～3月 8日（火）

3月 9日（水）～3月15日（火）

2月16日（水）～2月23日（水）

2月24日（木）～3月 3日（木）

3月 4日（金）～3月15日（火）

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
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対　　象　・初めて農業所得の収支内訳書を作成する方
　　　　　・ご自分で農業所得の収支内訳書を作成することが困難な方

受付時間　午前９時～正午／午後１時～４時　※両津地区の海府・岩首
連絡所は午前10時からの受付になります。

持参するもの
　○農業収入額等のわかるもの（農協通帳、補助金の内訳書など）

　　※通帳は平成22年1月1日～12月31日まで記帳してお持ちください。

　○経費の明細がわかるもの（農薬、肥料等の領収書など）

　○農業機械等の取得費、取得日がわかるもの（販売証明書、領収書など）

　○電卓、筆記用具、印鑑など

　○ＪＡ申告支援システムの打ち出し（封筒に入っていたものすべてお

持ちください）

　　※ＪＡ申告支援システムは1月20日までに送付される予定ですの

で、それが届いてから作成会へお越しください。

お問い合わせ　市役所税務課 市民税係　☎63－5110

農業用軽油免税証の交付申請
期限は１月28日（金）です
　平成23年春以降に、トラクター・
コンバイン等の農業機械に免税軽油
を使用するための「農業用軽油引取
税免税証」の交付申請期限は、平成
23年1月28日（金）です。
　申請が遅れますと、春の作業までに交付
できない場合があります。お早めに申請し
てください。
　手続き等ご不明な点がありました
ら、下記までご相談ください。
お問い合わせ　
　佐渡地域振興局県税部　課税課
　（免税軽油担当）　☎74―3212

国民年金保険料の社会保険料控除証明書
　　申告には「訂正版」をご使用ください
　日本年金機構から、平成22年分の国民年金保険料の控除
証明書（ハガキ）が送付されていますが、証明者の官印
（印影）が間違って
おり、「訂正版」を
再送付しています。
　申告時には、「訂
正版」と記載された
ものを使用するよう
お願いします。

農業所得収支作成会
日程・会場

※会場はかなりの混雑が予想されますので、ご自分で作成できる方は

　なるべくご遠慮ください。

　
農
業
所
得
は
全
て
の
方
が
収
支
計
算
（
収
入
か
ら
経
費
を
差
し
引
く
方
式
）
で
申
告
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
や
昨
年
の
申
告
の
際
の
収
支
内
訳
書
な
ど
を
参
考
に
、
ご

自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
自
分
で
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
次
の
と
お
り
作
成
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
Ｊ
Ａ
の
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
や
農
協
の
通
帳
な
ど
、
農
業
所
得
の
計
算
に
参
考
と
な
る

資
料
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
収
支
作
成
会
を
開
催
し
ま
す

１
　
月

２
　
月

19日
20日

21日

24日

25日

26日
27日
28日
31日
1日
2日
3日
4日

水
木

金

月

火

水
木
金
月
火
水
木
金

佐渡島開発
総合センター
２階　会議室

海府連絡所
岩首連絡所

この3日間は、
調査票と
小作料申告の
受付のみです。

両津地区 相川地区 国中地区 南部地区

相川支所　
2階
第１応接室

相川支所　
2階
第１応接室

市役所
会議室棟
第２会議室 小木地区公民館

１階  第２会議室

羽茂農村環境
改善センター
１階　
多目的ホール

赤泊行政サービス
センター(赤泊総合
文化会館)
２階　第２会議室

国民年金保険料の
控除証明書

注目！ 訂正版 と記載され
ています。
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還
付
申
告
の
提
出
は
お
早
め
に
！

　
　
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
還
付
の
申
告
は

　
な
る
べ
く
早
め
の
提
出
を
　

　
次
の
（
１
）
か
ら
（
６
）
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
方
な
ど
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
（
還
付
申
告
）
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日
（
火
）
以

前
で
も
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
の
提
出
か
ら
還
付
金
の
支

払
い
ま
で
に
は
、
あ
る
程
度
の
期
間
（
１
〜

２
か
月
く
ら
い
）
が
か
か
り
ま
す
。
還
付
金

の
受
取
り
は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

　
申
告
書
の
還
付
先
口
座
は
、
申
告
者
本
人

の
口
座
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
会
場
を
お
間
違
え
な
く

　
申
告
相
談
会
場
は
、
２
月
15
日
（
火
）
ま

で
は
佐
渡
税
務
署
で
行
い
ま
す
が
、
２
月
16

日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
火
）
の
確
定
申
告

期
間
中
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
（
佐
渡

中
央
文
化
会
館
）
１
階
小
ホ
ー
ル
に
申
告
会

場
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
（
昨
年
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

内
の
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
）

　　
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
に
は

　
平
成
22
年
分
以
降
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
様
式
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
平

成
22
年
分
の
確
定
申
告
を
作
成
す
る
際
は
新

様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
従
っ
て
申

告
書
用
紙
に
記
入
を
し
て
い
く
と
、
所
得
や

税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
手

引
き
」
や
申
告
書
用
紙
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
税
務
署
に

提
出
す
る
申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
デ

ー
タ
を
引
き
継
い
で
直
接
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

※

平
成
21
年
分
の
所
得
税
・
消
費
税
確
定
申

告
書
を
次
の
方
法
に
よ
り
作
成
し
提
出
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
書
・
決
算
書
等

が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

①
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
（
国
税
庁
Ｈ

Ｐ
）
に
て
作
成
し
た
方

②
確
定
申
告
会
場
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

（
佐
渡
中
央
文
化
会
館
）
で
パ
ソ
コ
ン
に

て
作
成
し
た
方

③
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
に
て
作
成
し
た
方

な
ど

　
確
定
申
告
書
・
決
算
書
等
の
必
要
な
方
は

佐
渡
税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
税
務
署
　
☎
74―

３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
）

さぁ！ネットで申告

ｅ‐Ｔａｘホームページ
http://www.e-tax.nta.go.jp/

（１）平成22年分の所得が一定額以下の方で、総
合課税の配当所得や原稿料などのある方

（２）給与所得者で、雑損控除や医療費控除、寄附
金控除、住宅借入金等特別控除、政党等寄附金特
別控除などを受けることができる方

（３）平成22年分の所得が公的年金等に係る雑所
得のみで、医療費控除や社会保険料控除などを受
けることができる方

（４）平成22年の途中で退職した後就職しなかっ
た方で、年末調整を受けなかった方

（５）退職所得がある方で、次のいずれかに当ては
まる方
　①退職所得を除く各種の所得の合計額から所得控
除を差し引くと赤字になる方
　②退職所得の支払いを受けるときに「退職所得の
受給に関する申告書」を提出しなかったため、
20％の税率で源泉徴収がされた方で、その源泉
徴収税額が正規の税額を超える方

（６）予定納税をしている方で、納税した税金が納
め過ぎになっている方
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西
三
川
砂
金
山
遺
跡
関
係
の

詳
細
測
量
調
査

　
佐
渡
市
で
は
、
平
成
22
年
10
月
20
日
か

ら
、
真
野
地
区
に
あ
る
西
三
川
砂
金
山
の

採
掘
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
五
社
屋
山
周

辺
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
五
社
屋
山
は
、
か
つ
て
西
三
川
砂

金
山
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
笹
川
集
落

の
北
東
約
１
㎞
に
位
置
し
、
平
成
14
〜
16

年
度
の
旧
真
野
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
調

査
で
、
コ
の
字
型
に
人
頭
大
の
ガ
ラ
石

（
採
掘
で
出
た
余
分
な
石
）
を
積
み
上
げ

た
19
基
の
石
組
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
の
佐
渡
市
教
育

委
員
会
に
よ
る
調
査
で
、
砂
金
流
し
の
た

め
に
引
い
た
水
路
や
、
そ
の
水
を
溜
め
た

堤
跡
な
ど
の
遺
構
が
良
好
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
砂
金
採
取
の

一
連
の
作
業
工
程
を
解
明
す
る
上
で
非
常
に

重
要
な
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
地

表
面
に
み
え
る
関
連
遺
構
の
分
布
状
況
を
記

録
す
る
測
量
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
五
社
屋
山
一
帯
に

は
砂
金
流
し
に
用
い
た
水
路
が
縦
横
無
尽
に

築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
ガ
ラ
石
を

積
ん
だ
石
垣
や
、
水
路
の
流
れ
を
変
え
る
た

め
の
石
列
な
ど
の
痕
跡
を
随
所
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

調
査
結
果
を
ま
と
め
、
西
三
川
砂
金
山
遺
跡

の
国
史
跡
指
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
63
―
５
１
３
６

　
12
月
８
日
か
ら
、
第
４
回
放
鳥
に
向
け
て

の
順
化
訓
練
が
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

順
化
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

〈
第
４
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
訓
練
開
始
〉

〈
第
３
回
ト
キ
放
鳥
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
〉

３
か
月
程
度
の
訓
練
期
間
を
経
て
、
平
成

23
年
３
月
上
旬
に
19
羽
（
オ
ス
10
羽
、
メ

ス
９
羽
）
を
放
鳥
す
る
予
定
で
す
。

　
11
月
16
日
、
第
３
回
ト
キ
放
鳥
を
記
念
し

て
、
佐
渡
ト
キ
環
境
親
善
大
使
に
就
任
さ
れ

て
い
る
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
「
加
藤
登
紀
子
さ
ん
と
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ

ｓ
生
き
も
の
調
査
隊
が
ト
キ
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
生
き
も
の
調
査
隊
は
、
豊

か
な
環
境
と
生
き
も
の
と
田
ん
ぼ
の
関
わ
り

に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
島
内
小
学
校
４
〜
６

年
生
で
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
や
無
農

薬
の
米
作
り
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
、
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
生
き
も
の

調
査
隊
の
活
動
報
告
と
、
加
藤
さ
ん
や
環
境

省
の
長
田
首
席
保
護
官
と
一
緒
に
な
っ
て
ト

キ
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
さ
ん
自
ら
マ
イ
ク
を
持
ち
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
話
し
か
け
、
実
際
に
ト
キ

を
見
た
感
想
な
ど
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
軽
快

な
ト
ー
ク
と
鋭
い
質
問
で
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
最
後
に
は
佐
渡
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
生
き

も
の
調
査
隊
よ
り
、
自
分
た
ち
が
無
農
薬
で

栽
培
し
た
お
米
を
加
藤
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
加
藤
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
、
「
百
万
本
の
バ
ラ
」

「
知
床
旅
情
」
な
ど
多
数
の
名
曲
を
披
露

し
て
い
だ
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降

り
、
客
席
で
お
客
様
と
一
緒
に
歌
う
な

ど
、
会
場
に
集
ま
っ
た
約
６
０
０
人
の
お

客
様
も
加
藤
さ
ん
の
美
声
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

佐渡Ｋｉｄｓ生きもの調査隊が栽培した
無農薬のお米を加藤さんにプレゼント

水路両側の石列

石組遺構

ご
し
ゃ
や

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

74
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大
野
川
と
国
府
川
、
そ
し
て
ダ
ム
に

蓄
え
ら
れ
た
水
源
が
形
成
す
る
豊
か
な

自
然
と
景
観
、
そ
し
て
鬼
太
鼓
を
始
め

と
す
る
文
化
的
活
動
や
数
々
の
文
化
財

に
触
れ
な
が
ら
、「
や
さ
し
く
　
つ
よ

く
　
あ
た
ら
し
く
」
の
教
育
目
標
の

下
、
思
い
や
り
や
正
義
の
心
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
新
年
を
迎
え
る
と
、
立
志
元
服

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
式
は
義
務

教
育
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
学
３

年
生
を
対
象
に
、
自
分
の
将
来
の
進
路

に
つ
い
て
考
え
、
保
護
者
と
話
し
合
う

機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
式
で
は

講
師
を
お
迎
え

し
て
講
話
を
聞

い
た
り
、
生
徒

が
将
来
の
夢
に

つ
い
て
発
表
し

た
り
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分

の
目
標
を
漢
字

一
文
字
で
色
紙

に
書
き
表
し
、
将
来
に
向
け
て
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
す
。
こ
の
時
の
３
年
生
の
り

り
し
く
晴
れ
や
か
な
表
情
は
、
頼
も
し
さ

さ
え
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

今
年
度
、
「
ふ
る
さ
と
佐
渡
の
再
発
見
を

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
佐
渡
お
け
さ
、

文
弥
人
形
、
裂
き
織
り
の
３
つ
の
コ
ー
ス

を
設
定
し
、
生
徒
は
希
望
す
る
コ
ー
ス
で

佐
渡
の
芸
能
や
工
芸
を
学
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
講
師
の
方
々
か
ら
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て
い

き
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
自
ら
体
験
す
る
中

で
、
佐
渡
の
伝
統
を
学
び
、
佐
渡
の
よ
さ

を
発
見
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
の
成
果

は
、
毎
年
、
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々

か
ら
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
様
々

な
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

麻薬探知犬による実演

統一献立の給食（金泉小学校）

志を文字に・立志元服式

総合学習の成果発表会

　12月1日、東京税関新潟税関支署佐渡監視署によ

る「税関教室」が相川小学校で行われました。

　港や空港での税関の仕事や、麻薬の恐ろしさと密

輸防止に向けた税関の取組みなどについて佐渡監視

署の職員が説明すると、参加した5・6年生は真剣に

聞き入っていました。その後、成田空港で活躍する

麻薬探知犬の「ユリア号」と「ラブ号」が、薬物の

においを探し当てる実演を披露しました。

　また、東中学校では新潟税関支署と佐渡東警察署

との合同による「非行防止教室」も行われました。

麻薬探知犬の実演に拍手
　11 月 24 日～ 26

日に市内小中学校

や養護学校で、佐渡

産の食材を使った

統一献立の給食が

実施されました。

　この取組みは、食

育の推進と地場産

物の使用拡大を目

的に、昨年度から実施しています。本年度 2回目とな

った今回のメニューには、朱鷺と暮らす郷認証米の米

粉を使ったシチューが登場。金泉小学校では栄養士か

ら米粉についての説明があり、その後児童たちは米粉

シチューやデザートのおけさ柿など、佐渡産の食材を

味わいました。

　市では、今後も佐渡産物を使った学校給食をより多

く提供できるよう、取り組んでいきます。

おいしい佐渡産 いただきま～す

メニュー
ご飯、牛乳、鶏肉の照り焼き、磯
香和え、秋の米粉シチュー、くだ
もの（柿かりんご）。
※この中で使われている、トキ
認証米・牛乳・白菜・キャベ
ツ・にんじん・米粉・くだもの
は、佐渡産です。

佐
渡
市
立 
新
穂
中
学
校
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鮮
や
か
な
紅
葉
の
こ
ろ
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
た
11
月
20
日
・
21
日
に
、
両
津
地
区
公
民

館
・
両
津
文
化
会
館
２
階
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
公
民
館
自
主
講
座
で
の
学
習
成
果

の
発
表
、
楽
し
み
な
が
ら
作
品
制
作
に
励
ん

で
い
る
力
作
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

　
書
道
・
生
花
・
短
歌
・
水
墨
画
・
ち
ぎ
り

絵
・
デ
ッ
サ
ン
・
草
木
染
め
・
紙
粘
土
制

作
・
小
物
作
り
・
絵
本
・
読
書
会
な
ど
多
分

野
か
ら
出

品
さ
れ
、

大
勢
の
親

子
や
家
族

連
れ
な
ど

の
見
学
者

で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
11
月
28
日
に
、
佐
和
田
体
育
館
で
、
毎
年

恒
例
の
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
和
田
地
区
内
の
各
分
館
か
ら
、
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
で
競
技
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
な
が
ら
試
合

を
す
る
う
ち
、
ぴ
っ
た
り
と
息
が
合
う
よ
う

に
な
り
、
親
睦
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
両
津
地
区
公
民
館
文
化
祭

佐
和
田
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平成22年 予約図書ベスト１０（平成22年1月～12月まで）

『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら』岩崎夏海著　ダイヤモンド社　
　・・・20人が予約されています。気長に待って読んでみませんか。

『犬部！　―北里大学獣医学部―』　片野ゆか著　ポプラ社　・・・行き場を失った犬や猫を救うため奔走
する現役獣医学部生たち。実在する大学のサークル活動を取材した、笑いと涙の感動のノンフィクション。

『何とかなるさ!』―ママは宇宙へ行ってきます―　山崎直子著　サンマーク出版　・・・山崎さんがどのよう
にして宇宙飛行士になったのか、家事や子育てはどうしているのか、ご主人や娘さんはどのようにすごして

いるのかなど、全てこの１冊に。

優　勝／窪田
準優勝／長木A
３　位／八幡青年会、やったろうず

　両津地区で大盛況だったカラオケ大

会が復活！みんなで盛り上がりましょう！ 

日　時　2月13日（日）午後１時から
会　場　両津文化会館
入場料　全席自由　500円
チケットのお求めは　アミューズメント佐
渡、教育委員会社会教育課（両津支所内）、

両津地区公民館、丸屋書店（両津）まで

お問い合わせ　
アミューズメント佐渡　復活両津地区

カラオケ大会事務局　☎52―2001

復活両津地区カラオケ大会

①１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３
②カッコウの卵は誰のもの
③１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１
④小暮写真館
⑤夜行観覧車
⑥告白
⑦あんじゅう
⑧ゲゲゲの女房
⑨不等辺三角形
⑩くじけないで

書　　名 著者名 出版社 予約人数

村上　春樹
東野　圭吾
村上　春樹
宮部みゆき
湊　かなえ
湊　かなえ
宮部みゆき
武良　布枝
内田　康夫
柴田　トヨ

新潮社
光文社
新潮社
講談社
双葉社
双葉社
中央公論新社
実業之日本社
講談社
飛鳥新社

115人
74人
63人
61人
59人
53人
48人
35人
33人
30人

※貸出期限は２週間です。予約はメール、電話、ＦＡＸでいつでも受け付けます。

自由にごらんください。また過去の新聞
も保存しています。ご利用ください。

中央図書館では
次の新聞を購読しています。

・新潟日報（昭和30年から保存）
・読売新聞　　　・朝日新聞　
・日本経済新聞　・産経新聞　
・毎日新聞　　　・スポーツニッポン

成人・卒業―新たな一歩を踏み出したフレッシュなあなたにこんな本はいかが

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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　11月９日、真野新町の山本修巳さんが、文部科学大臣から地域文化功労者表彰を受賞され
ました。これは、市の文化財保護審議会委員や県の文化財保護指導委員などの要職を30年以
上務められ、郷土の文化財保護と普及啓発に対する多大な功績を称えるものです。　
【略歴】1938（昭和13）年、真野新町に生まれる。現佐渡市文化財保護審議会会長、新潟県文化財保護連盟理

事、佐渡市金銀山調査指導委員会委員。季刊誌『佐渡郷土文化』を主宰。主な著書『かくれた佐渡の史跡』『佐

渡の方言』ほか著書多数。

旬の味覚に長蛇の列
　12月5日、「佐渡海府寒ぶり大漁まつり」が開催さ

れ、会場の鷲崎漁港は、佐渡を代表する冬の味覚・寒

ぶりを目当てに大勢の人が来場し、活気づきました。

　帰港した漁船から活きの良い寒ぶりが水揚げされる

と、来場者からは歓声があがりました。また、三枚お

ろしの実演や屋台の出店、

景品が当たる寒ぶりレース

などの賑やかな催しが盛り

だくさんで、ご当地グルメ

の「ブリカツ丼」の屋台も出

店し、佐渡のうまさを満喫

できる一日となりました。

おめでとうございます

たかち芸能祭  地域物産品展に参加
　11月3日～4日、相模

女子大学（神奈川県相模

原市）の地域物産展に、

たかち芸能祭が出店しま

した。全国から特産品が

集まる中、高千産の新米

コシヒカリ、おけさ柿、サザエの味噌漬け、スルメい

かなど、旬の食材は「おいしい」と好評を得ました。

持参した物は全て完売し、佐渡、高千をＰＲしまし

た。同校は、昨年からたかち芸能祭をはじめ、佐渡市

の着地型ツーリズム整備事業などに参加しており、相

互交流が発展し、この機会に繋がっています。

山本 修巳さん（真野新町）
平成22年度 地域文化功労者文部科学大臣表彰受賞

　11月10日、相川長坂町の佐藤利夫さんが、新潟県知事表彰を受賞されました。これは、
長年にわたり新潟県の文化財保護指導委員として、佐渡の広範な地域の文化財の保護指導活
動に務められ、国および県指定文化財の保護に尽力した功績が認められたものです。　
【略歴】1931（昭和６）年、新穂長畝に生まれる。現新潟県文書館調査員、元佐渡市博物館協議会会長、元佐

渡市景観計画策定委員会委員。主な著書『佐渡嶋誌』『古道の風景』『両津湾の海村』『佐渡のさかな史話』ほ

か著書多数。

佐藤 利夫さん（相川長坂町）
平成22年度 新潟県知事表彰受賞

　第51回全国体育指導委員研究協議会が11月25日か

ら26日にかけて岐阜メモリアルセンターで開催され

ました。優良団体表彰として佐渡市体育指導委員協

議会、功労者表彰として羽茂地区の畠野正治さん

が、文部科学大臣表彰に新穂地区の笹山猛夫さんが

受賞しました。長年にわたり、地域のスポーツ振興

に多大な功績があったとして表彰されました。

佐渡市体育指導委員が
　　　　　全国研究協議会にて3部門受賞

　佐渡島木質バイオマスフォーラムは、平成17年に

佐渡の美しい自然と資源を守ることを目的に結成さ

れ、間伐材から作った木質ペレットの利用促進や木

質チップボイラーの普及に努めるほか、佐渡市にお

ける様々な環境保全活動に取り組んでいます。この

ような取組みが高く評価され、第15回新潟県環境賞

が贈られました。

佐渡島木質バイオマスフォーラムが
　　　　　　第15回新潟県環境賞を受賞

市体育指導委員
協議会の風間会長

畠野正治さん 笹山猛夫さん

よしみ

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
指
定
さ
れ
た
講
座

を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
に
要
し
た
経
費
の

う
ち
20
％
を
上
限
と
し
て
講
座
終
了
後
に
給

付
し
ま
す
。
た
だ
し
給
付
額
が
10
万
円
を
超

え
る
場
合
は
10
万
円
を
上
限
と
し
、
４
千
円

を
超
え
な
い
場
合
、
給
付
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
要
件

・
児
童
扶
養
手
当
支
給
水
準
の
母
子
世
帯
で

あ
る
こ
と

・
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

・
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に
つ
く

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

※
講
座
受
講
前
に
指
定
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
　
☎
63
―
５
２
２
２

　
日
本
で
は
１
日
に
約
４
人
が
、
新
た
に
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
エ
イ

ズ
は
特
別
な
人
だ
け
が
か
か
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

わ
か
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。

　
保
健
所
で
は
無
料
匿
名
で
エ
イ
ズ
の
相
談

や
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
14
日（
月
）　
午
後
１
時
〜
７
時

　
　
　
２
月
28
日（
月
）　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金
　
無
料

お
申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。相
談
電
話（
☎
74
―
４

３
０
０
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
佐
渡
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
で
Ｂ
型
肝

炎
と
診
断
さ
れ
る
方
が
県
平
均
の
約
２
倍
以

上
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
40
歳
以
上
の
方
で
一
度
も
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
検
査
を
受
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。
無
料
匿
名
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
14
日（
月
）　
午
後
１
時
〜
７
時

　
　
　
２
月
28
日（
月
）　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金
　
無
料 

お
申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。相
談
電
話（
☎
74
―
４

３
０
０
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　昭和24年１月26日は、法隆寺金堂が火災に遭い、貴重な壁画が焼失した

日です。これを受けて、この日が「文化財防火デー」と定められました。貴

重な文化財を火災から守るため、全国的に文化財防火運動が展開されます。

佐渡市では、文化財の愛護と防火意識の高揚を図ることを目的に、消防訓練

を行います。

※訓練では実際にサイレンを鳴らしますので、火災と間違わないようお願い

します。

日時　１月23日（日）午前10時～11時
場所　慶宮寺八祖堂（宮川甲572―１）※新潟県指定文化財（建造物）
お問い合わせ　教育委員会社会教育課文化財室（両津支所内）☎27―4170

文化財は地域の宝  消防訓練を実施しますお知らせ

有
　
料
　
広
　
告

年会費 平成23年度
交通災害共済は、全市町村で行う助け合いの制度です。

新潟県交通災害共済

お申込期間　平成23年2月1日～3月31日

※４月以降のお申込みはその翌日から平成24年3月31日までが

　共済期間になります。

お問い合わせは　佐渡市役所 総務課（防災安全係）☎63-5135(直通)
　　または、各支所・サービスセンターの担当係へお願いします。

500円

有料広告募集中！ 申込み・お問い合わせは、市役所総務課 広報広聴係（☎63-3111）

福
　
祉
　
健
　
康

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ

佐
渡
市
母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
の
お
知
ら
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

肝
炎（
Ｂ
・
Ｃ
型
）の

　
　
　
相
談
・
検
査
の
ご
案
内
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市
営
住
宅

◆
八
幡
野
田
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
八
幡
町
２
２
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｋ
、
平
成
２
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
３
０
０
０
円

◆
赤
泊
住
宅
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
赤
泊
２
３
５
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
４
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
63
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
９
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
７
９
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
１
９
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
１
階
、
２
階
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
４
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

　
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
　

◆
大
野
第
２
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
４
４
番
地
２

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
14
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
３
階
）

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
１
月
31
日
（
月
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
２
月
下
旬
（※

応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名（「
県
営
住
宅
」

と「
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
」は
１
名
）

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

　
☎
63―

５
１
１
８
　
ま
た
は
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

日
時
　
１
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信

託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
」
に
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
「
③
④
⑤
」

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
③
④
⑥
」

・
若
者
夫
婦
向
け
賃
貸
住
宅
「
⑦
⑧
⑨
⑩
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

③
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑦
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
の
満
年
齢
が
申
込
み
日
に
お
い

て
70
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

⑧
申
込
者
と
配
偶
者
（
婚
約
者
を
含

む
）
が
同
居
す
る
こ
と

⑨
同
居
す
る
方
が
申
込
者
お
よ
び
配
偶

者
の
直
系
親
族
で
あ
る
こ
と

⑩
入
居
後
、
速
や
か
に
当
該
賃
貸
住
宅

の
所
在
地
に
住
所
を
移
転
で
き
る
こ
と

講師　佐渡総合病院外科部長
　　　親松　学 先生
日時　1月18日（火）
　　　午後7時～9時
会場　佐渡総合病院2階 講堂
会費　500円
どなたでも参加できます。
お問い合わせ　
　NPO法人佐渡の福祉ゆい
　☎090－1451－3345

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

「がん・その治療」
～基礎知識・告知・治療～

第13回種火の会
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“アイランダー２０１０”開催
　穏やかな秋晴れの中、去る平成22年11月27日、28
日の2日間にわたり、「アイランダー2010」が東京都
豊島区池袋サンシャインシティ文化会館３Ｆ展示ホー
ルＣで開催された。国土交通省・財団法人日本離島セ
ンターが主催し、「島へ行こう！島で暮らそう！」を
スローガンにして、北は北海道礼文島から、南は沖縄
県与那国島まで“63の島々”が参加した。
　佐渡島ブースでは、“豊かな自然！歴史・文化かお
る島『佐渡』”をキャッチフレーズに、トッキッキを
先頭にして、特徴ある農畜産物、海産物の販売をはじ
め、地酒の試飲、佐渡観光の紹介が行われた。『佐渡
市トキ環境整備基金』に募金をしていただいた方を対
象に、朱鷺と暮らす郷づくり認証米をアピールしなが
らゲームを行い、毎回大変多くの方々が参加された。
ゲームの一つとして“佐渡島民とのじゃんけん大会”
が行われ、来場者の相方として髙野宏一郎市長も飛び
入り参加され、会場を大いに盛り上げた。アイランダ
ーステージでは、おけさアートの会ならびに若波会に
よる相川音頭や佐渡おけさなどの披露が行われた。ま
た今回は、大野青年会による“鬼太鼓”の演舞が行わ
れ、勇壮な躍動感に会場いっぱいの来場者が酔いしれ
た。来場者アンケートによる“もっともよい印象だっ
た島”として主催者発表が行われ、“佐渡島”が“第
1位”に選ばれる栄誉に輝いた。（文責：佐渡市東京
事務所　榎谷端夫）

冬の日本海に新年の願いを叫ぶ 
コンテスト 出場者募集！

皆さんの思いのほとばしりを、「絶叫度」「切実さ」

「表現力」などにより審査させていただきます。

優勝者には地元海産物を贈呈！

　旅の途中でちょっと道を尋ねたり、トイレを

借りたり…。そんな「小さな道の駅」が島のあ

ちこちにあると良いのでは…。佐渡國しま海道

では、そうしたささやかなおもてなしの場所を

「寄れっ茶屋」と名付けました。

「寄れっ茶屋」はこの｢のぼり｣が目印

ですので、気軽にお立ち寄りください。

「寄れっ茶屋」に登録を希望される

方はお問い合わせください。

お問い合わせ
・佐渡國しま海道事務局　

　　☎63－3664（岩立）

・市役所建設課　☎63－5118

第３回

開催日　１月 29日（土）
　　　　午後２時集合 ３時開始

会　場　外海府・願集落海岸
参加費　無料
主　催　佐渡國しま海道
お申し込み　
　　　　☎63－3380（十文字）

荒波くだける厳冬の日本海に向かって、
新年に託す願いを叫んでみませんか？

ステージイベント「佐渡民謡」 佐渡島民とのじゃんけん大会

　佐渡の小学校の先生と、佐渡のNPO団体が手を取り合う、新しい授業を提案します。佐渡の未来、子ど

もたちの未来を真剣に考える方々の声をお待ちしています。どなたでもご参加いただけます。ぜひお越し

ください。

日時　2月5日（土）午後1時30分～4時30分　 会場　伝統文化と環境福祉の専門学校 2F 教室（佐渡市千種）
定員　50名　　　参加費　500 円（当日ご持参ください）　
申込方法　1月28日（金）までに、FAXまたはメールにてお申し込みください。
内容　島内小学校教諭によるNPOを活用した授業提案発表（デモンストレーション）。
　　　島内NPO活動紹介および授業への連携提案。

　　　佐渡の未来、子どもたちの未来についてワークショップ。

主催・共催：特定非営利活動法人 新潟NPO協会、みなもの会　共同開催　　　
後援：新潟県教育委員会、佐渡市教育委員会
申込み・お問い合わせ　
新潟NPO協会　佐渡事務所（担当：小林）☎090-2551-4712  FAX：55-2376  メール info@nan-web.org

学校と地域を結ぶ あめつちの日in佐渡「先生×NPO×佐渡＝新しい教育のカタチ」

じゅうもんじ

いわたて

首都圏情報コーナー

小さな道の駅「寄れっ茶屋」
よ ちゃや
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 11.16～12.13届出

11.6

11.14

11.15

11.16

11.8

11.9

11.11

11.15

11.18

11.20

11.21

11.21

11.25

11.25

11.27

11.15

尚文

啓太

豊

隆史

正彦

健則

満

吉勝

敏也

克久

和宏

成樹

智之

忠義

環

厚

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

加茂歌代

両津湊

浜田

加茂歌代

相川海士町

中原

東大通

上長木

八幡

市野沢

八幡

沢根

河原田本町

市野沢

石田

泉

（かりん）

（ろうま）

（かほ）

（そら）

（さよ）

（ゆうせい）

（れいり）

（みりあ）

（ゆい）

（こたろう）

（さいは）

（ゆう）

（はるき）

（しょう）

（なち）

（はる）

中　濱　佳　鈴

藤　井　朗　舞

近　藤　花　帆

林　　　蒼　來

磯　西　才　陽

伊　藤　優　星

石　塚　麗　季

池　田　美里空

中　川　結　比

田　屋　虎太郎

鶴　間　才　羽

佐々木　　　優

石　黒　晴　己

大　谷　　　聖

藤　下　那　智

渡　部　　　陽

11.16

11.17

11.17

11.19

11.21

11.23

11.26

11.27

11.29

11.29

11.30

11.30

12.3

12.6

12.6

12.6

12.7

12.11

11.25

11.28

11.29

12.4

12.7

12.7

12.8

12.11

11.23

91

81

78

95

78

88

95

74

87

88

63

86

92

65

97

93

97

78

85

64

78

88

81

81

83

74

67

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

下久知

水津

赤玉

白瀬

両津湊

秋津

赤玉

両津福浦三丁目

加茂歌代

見立

両津湊

平松

梅津

加茂歌代

住吉

水津

梅津

両津福浦三丁目

橘

戸中

相川中京町

北田野浦

石花

北田野浦

北川内

相川二町目

窪田

菊　池　　　豊

長　坂　サ　カ

濵　尾　幸　夫

山　下　ウ　メ

渡　邉　祐　一

黒　田　千　代

松　山　タ　ケ

渡　部　五　郎

岩　原　作太郎

石　見　　　梅

中　村　俊　之

仙　土　政　一

渡　邊　キクエ

山　川　久　子

橋　本　ミ　ス

川　上　キミヱ

髙　橋　フジエ

尾　藤　華代子

宇留間　キ　ミ

佐々木　昭　男

五十嵐　雅　也

金　子　春　藏

山　本　ミ　ヨ

坂　下　友　七

田　宮　　　實

中　嶋　秀　祐

最　上　邦　子

11.25

11.26

12.11

11.29

12.5

11.18

11.18

11.23

12.3

11.17

12.1

12.3

12.6

12.8

11.16

12.6

12.12

12.12

11.22

11.24

11.24

11.25

11.29

12.1

12.3

11.16

11.30

12.8

91

80

74

100

90

34

79

89

85

94

92

86

92

81

91

90

95

82

82

72

87

101

85

91

76

93

96

89

佐和田

　〃

　〃

金　井

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

窪田

八幡

沢根五十里

泉

泉

新穂

新穂長畝

新穂皆川

上新穂

宮川

目黒町

丸山

栗野江

畑野

真野新町

吉岡

竹田

大倉谷

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂大橋

羽茂三瀬

羽茂小泊

羽茂小泊

羽茂大橋

上川茂

徳和

徳和

金　子　ミサヲ

本　間　佐一郎

本　間　惠美子

藤　井　ヨシノ

髙　橋　德　治

山　田　直　人

須　田　朝　夫

磯　部　定　雄

土　田　ア　キ

本　間　末　　

渡　部　チトセ

山　口　ヌ　イ

恩　田　ツ　タ

余　湖　　　潔

菊　池　　　豊

髙　橋　フ　ミ

計　良　　四郎

野　々　ヒサノ

仲　川　ハルヱ

中　川　八重子

青　木　政　雄

岩　野　リ　ヤ

藤　井　政　子

金　子　　　内

春　日　ソ　ヨ

池　野　ア　イ

柳　　　フ　サ

石久保　タ　マ

11.16

11.22

12.2

11.14

11.24

11.7

11.10

11.13

11.22

11.22

11.23

12.2

11.2

11.11

11.25

11.26

11.15

猛

広之

直幸

誠

誠

健太郎

啓輔

聖士

晴樹

晴樹

笙太

正圭

嘉雄

謙一

岳史

匡晶

隆行

金　井

　〃

　〃

新　穂

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

小　木

羽　茂

　〃

赤　泊

千種

金井新保

平清水

新穂瓜生屋

新穂大野

栗野江

栗野江

畑野

栗野江

栗野江

小倉

宮川

長石

小木

羽茂本郷

羽茂本郷

徳和

（まなと）

（ゆずき）

（けいすけ）

（ほのか）

（きこ）

（かんた）

（るちあ）

（ゆずき）

（しんじ）

（れいな）

（ともや）

（しゅんと）

（ゆうま）

（ゆうな）

（ななせ）

（だいご）

（たかひろ）

諸　岡　愛　翔

佐　藤　柚　希

本　間　奎　佑

飯　田　歩乃佳

佐　藤　希　心

鈴　木　貫　太

中　川　琉千愛

石　見　柚　貴

高　野　真　志

高　野　零　那

猪　俣　智　哉

中　川　隼　斗

土　屋　悠　真

笠　木　優　那

中　原　七　星

中　原　大　護

佐々木　隆　寛

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 

×

15



佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成23年1月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

アドレス sado@psmail.jp に空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

日時　2月27日（日）
　　　午前11時～午後3時
会場　片野尾ふるさと館（片野尾の漁港内）
・あんこうセット1,000円　
　予約制 限定100食（あんこう
丼、あんこう汁、あんこ餅、漬
物ほか）
・あんこう解体ショー、特産品直
売、郷土芸能の紹介など
予約申込み・お問い合わせ
　片野尾21村おこし推進委員会
　☎29－2177（三国修一),☎29
－2505（三国豊),☎29－2018
（宇治義久)

アミューズメント佐渡1階ロビー、事務室
の向かいに授乳室ができました。おむつ
交換用のベビーシート、ベンチソファ、
手洗いなどが設置されています。

日時　１月30日（日）午後1時 開場　午後1時30分 開演 
会場　アミューズメント佐渡　大ホール 
参加予定バンド 赤泊中学校吹奏楽部、金井中学校吹奏楽部、佐
和田中学校ブラスバンド部、佐渡高校吹奏楽部、両津高校吹
奏楽部、ウィンドアンサンブル佐渡、小木吹奏楽団、シティ
バンド両津、シティブラス越後 
特別ゲスト　佐渡出身のプロ・トランペット奏者　本間　千也さん 
主催　佐渡吹奏楽フェスティバル実行委員会
お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52－2001

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

ＣＮＳテレビ(佐渡市ケーブルテレビ)《アナログ小木・羽茂・赤泊9ch、その他の
地区12ch、デジタル112ch》で、生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します!

佐渡総合病院で生まれた、明るく元気な赤ちゃんの様子を紹介します！
笑ってるかな？えっ、泣いてるかも・・。などなど、かわいらしい姿を、
ぜひご覧くださいね☆
※お子さまの生まれた、翌週月曜日が放送日です。都合により放送日が遅れることもありますのでご了承ください。

みんな来てね！みんな来てね！みんな来てね！

開 催
片野尾あんこう祭り

市役所地域振興課情報センター室 CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）☎51－2030

CNS情報番組「さどチャン」内で放送！

「こんにちは赤ちゃん」
毎週月曜 夕方５時～放送！
再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、
　　　　23:00、翌朝6:30～

お問い合せ

赤ちゃん連れでも安心

第10回 佐渡吹奏楽フェスティバル　　入場無料

どうぞご利用くだ
さい。

アミューズメント佐渡に授乳室
ができました！

P

P

地蔵院

片野尾
八十八ヶ所

霊場

片野尾神社

とき舞(株)倉庫

みなと
公園

片野尾
ふるさと館
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